
図２．関東周辺域の陸上及び海底地形 (a) と３次元プレート境界形状 (b)．太平洋プレートと
フィリピン海プレートの上面が10 km間隔の等深度線で示されている（福井健史・橋本千尋・深
畑幸俊・松浦充宏，2003年地球惑星科学合同大会）．

図３．太平洋及びフィリピン海の二つの海洋プレートの定常沈み込みによる関東地域の長期的地殻運動パ
ターン（福井健史・橋本千尋・深畑幸俊・松浦充宏，2003年地球惑星科学合同大会）．(a)プレート沈み
込みモデルから理論的に計算される地殻の隆起速度（mm/yr）．(b)下末吉期及び完新世の海成段丘面高度
から推定される地殻の隆起速度（mm/yr）．

図１．亀裂成長経路の初期亀裂配置依存性．４種類の曲線（実線や波線）は，四つの場合は表し
ている．それぞれの亀裂は，×印で示した点で成長を開始するものとする．すなわち，片方の亀
裂は座標原点で，もう一方の亀裂は(d1,d2).の位置で成長を始める．なお，亀裂は，S波速度の
0.8倍で成長するものとし，亀裂長は2Lc.を越した時点で，屈曲を許す．



図４．（左上）西
南・中部日本の地殻
変動の３Ｄ粘弾性モ
デル断面．（左下）
歪集中帯は東西圧縮
場で弾性的地殻が
15kmと薄ければ説明
可能．（右）東北南
部から関東南部での
粘性緩和を考慮した
変動．

図５．半径rの速度弱化パッチで発
生したすべりイヴェントの継続時間
とr/rcの関係．rc = 
(24/7・)(GL/B-A)．Gは剛性率，A, 
B, Lは摩擦構成則パラメター．

図６．地震発生直前のプレート境界
面上でのすべりの時空間変化．


